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ウ
ク
ラ
イ
ナ

ヘ
の
ロ
シ
ア
の
軍
事

侵
攻
が
始
ま
っ
て
３
カ
月
が
経
過
し

た
が
、
終
息
の
兆
し
は
見
え
ず
事
態

は
泥
沼
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
そ

の
影
響
は
広
く
世
界
経
済
全
体
に
及

び
、
侵
攻
前
か
ら
顕
在
化
し
て
い
た

イ
ン
フ
レ
が
さ
ら
に
加
速
し
て
い

る
。食

料
価
格
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

Ω

削
か
わヽ
史
上
量

彙
但
圏
で
推
移
し

て
い
た
。
国
連
食
糧
農
業
機
関
に
よ

れ
ば
、
２
０
２
１
年
は
世
界
の
食
料

価
格
は
２８
％
値
上
が
り
し
た
。
中
で

も
穀
物
の
値
上
が
り
は
大
き
く
、
自

国
通
貨
が
ド
ル
に
対
し
て
値
下
が
り

し
て
い
る
国
々
で
は
状
況
は
さ
ら
に

厳
し
か
っ
た
。
新
型
コ
ヨ
ナ
に
よ
る

生
産
現
場
で
の
人
手
不
足
、
物
流
の

混
乱
、
農
業
大
国
で
の
天
候
不
順
な

ど
が
値
上
が
り
の
主
な
要
因
だ

っ

た
。そ

こ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
が
起
こ

り
、
穀
物
輸
出
大
国
で
あ
る
両
国
が

輸
出
を
停
止
し
た
た
め
、
供
給
不
安

か
ら
穀
物
価
格
は
さ
ら
に
急
上
昇
し

て
い
る
。
さ
ら
に
米
国
の
産
地
で
の

異
常
気
象
や
深
刻
な
干
ば
つ
の
予
測

も
、
世
界
の
食
糧
需
給
を
悪
化
さ
せ

続
け
て
い
る
。〈経
種
の
国
際
貿
易
は
、

少
数
の
生
産
国
が
国
内
需
要
を
差
し
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引
い
た
生
産
物
の

一
部
を
輸
出
に
回

す
と
い
う
構
図
だ
。
戦
争
や
異
常
気

象
な
ど
で
穀
物
生
産
が
減
少
す
る

と
、
国
際
市
場
で
の
価
格
は
急
激
に

上
が
り
や
す
い
。

現
代
の
農
業
生
産
は
、農
業
機
械
、

施
設
園
芸
、
肥
料
や
農
薬
な
ど
を
大

量
に
使
用
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
対
す
る
依
存
度
は
大
き
い
。
ま
た

生
産
地
と
消
費
地
が
分
離
し
た
食
糧

シ
ス
テ
ム
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
負
荷

の
大
き
い
物
流
、
貯
蔵
や
加
工
が
必

須
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上

昇
も
相
ま
っ
て
、
今
後
も
世
界
で
は

穀
物
を
は
じ
め
と
し
た
食
料
価
格
の

高
値
が
続
く
だ
ろ
う
。

今
後
さ
ら
に
深
刻
な
の
は
、
穀
物

供
給
が
停
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
食

糧
は
人
間
の
基
本
的
必
需
品
で
あ

り
、
世
界
全
体
の
穀
物
供
給
に
支
障

が
出
る
と
人
々
の
生
存
を
脅
か
す
こ

と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
国
連
の
グ

テ
ー
レ
ス
事
務
局
長
も
３
月
中
旬
の

会
見
で
、
世
界

へ
向
け
て
飢
餓
の
ハ

リ
ケ
ー
ン
と
世
界
の
食
糧
シ
ス
テ
ム

の
崩
壊
の
危
険
性
に
つ
い
て
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
い
る
。

今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
、
戦

後
の
世
界
秩
序
に
変
化
を
も
た
ら
す

か
も
し
れ
な
い
。
日
米
欧
の
対
ロ
シ

ア
経
済
制
裁
は
、
か
つ
て
な
く
広
範

囲
で
厳
し
い
も
の
だ
。
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

（国
際
金
融
決
済
シ
ス
テ
ム
）
か
ら

の
排
除
、
中
央
銀
行
の
資
産
凍
結
、

最
恵
国
待
遇
の
停
止
な
ど
、
第
２
次

魏

翡

霙

螺

朝

後
制
裁
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
恐
れ
も

あ
り
、
食
糧
シ
ス
テ
ム
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
。

メ
デ
ィ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に

関
し
て
集
中
的
に
報
道
を
行

っ
て
い

る
た
め
、
穀
物
価
格
の
上
昇
が
広
く

認
識
さ
れ
、
人
々
の
潜
在
意
識
の
中

に
食
糧
危
機

へ
の
漫
然
と
し
た
不
安

が
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
。
高
度
に
相

互
関
連
性
を
持

っ
た
現
代
シ
ス
テ
ム

の
中
で
は
、
さ
さ
い
な
出
来
事
が
き

っ
か
け
と
な
り
人
々
が
想
定
外
の
行

動
に
及
ん
で
、
予
想
も
し
て
い
な
い

深
刻
な
事
態
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が

あ
る
。

世
界
の
多
ノくヽ
の
人
々
が
、
い
ま
だ

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
対
岸
の
火
事

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
多
く
の
困

難
な
課
題
に
直
面
す
る
中
で
、
い
つ

地
球
全
体
に
試
練
が
訪
れ
る
と
も
限

ら
な
い
。
万

一
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ

は
国
家
に
頼
る
こ
と
な
ぐ
、
窮
地
を

乗
り
越
え
る
す
べ
を
各
自
で
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ほ
ん
ざ
わ

。
み
の
る
　
１
９
５
８
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
農
学
部
卒
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
大
学
院
修
了

（経
済
学
修
士
）
。
埼
玉
大
学
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学
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専
門
は
国
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金
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経
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著
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国

際
金
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シ
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轟

塁

置

分
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め
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な
ど
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